
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな年を迎え、会員の皆様には穏やかな新春をお過ご しのこ と

と お喜び申し上げます。 
昨年は３年ぶ りにボラ ンテ ィアフ ェ スタ を開催し、久々に皆様の笑

顔や生き生きと した姿に触れ、開催の意義を 実感して います。ご 協

力ありが と う ご ざ いました。また、初めて県外のボラ ンテ ィア団体と

の交流会を実施し、活動の紹介やグ ループ ワークでの意見交換を通

して 共通の課題を確認し、今後のボラ ンテ ィアにつ いて 話し合う な

ど大変有意義な時間を過ご しました。 
今年は昨年の経験を活かし、コ ロナ を乗り越え何事にも挑戦の気

持ちを も って 明Ｖ連の飛躍の年にした い と 願って いま す。皆様のご

協力をよろしく お願いいたします。 

新年あけましておめでとうございます 

明石市社会福祉協議会 

理事長  野村 信一 

会長  坂口 逸子 
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令和５年は明Ｖ連の飛躍の年に！ 

つながりと ふれあいの地域づ く りへ  
新年明けましておめでと う ご ざ います。 
昨年１２月に皆様と と もに開催しました 「第１４回あかしボラ ンテ ィア

フ ェ スタ 」は、様々な活動紹介を通して 、住民が主体的に集う 「つ な

が りの輪」、住民同士の相互理解が深まる「ふ れあいの和」と い った

ボラ ンテ ィアの意義を発信、再確認するイベントと なりました 。 
こ う したボラ ンテ ィアの皆様、地域の皆様と の貴重な機会や経験

一つ一つ を積み上げながら、引き続き社会福祉協議会一丸と なって

地域福祉の向上に取り組んでまいります。 
ボラ ンテ ィア連絡会の皆様、本年も宜しく お願い致します。 



 
 
 

厚生労働大臣表彰： 介護ボラ ン テ ィ ア たんぽぽ（ 技術分野）  
グ ループ 結成が昭和 年 月で、介護グループ と し て活動し て61 4
き ま し た 。 そ の成果がこ の度、 厚生労働大臣表彰を いただ き ま

し た 。 介護の保険制度も 定着し てき た今、 ま た コ ロ ナのた め活

動は少なく なる ばかり です。 でも 、 ど の施設にも行けない方も

おら れて 、 そ の人たち のために も ま だ ま だ頑張っ て いき たいと

思いま す。（ 阿部 洋子 記）   
 

兵庫県民ﾎ゙ ﾗﾝﾀﾘｰ活動賞： 中崎なかよ し 会（ 地域分野 明石ブ ロ ッ ク ）  
民生委員と 協力委員、ボラ ン テ ィ ア が集ま っ て平成 年4
月 日に地域ボラ ン テ ィ ア「 中崎なかよ し 会」 を 設立7 22

し 、 ふれあい会食や友愛訪問など 、主に高齢者の見守り

活動を 行っ てき ま し た 。  
コ ロ ナ禍でも 工夫し ながら でき る 活動を 続けていま す。 
受賞を 励みに 今後も 地域の皆さ んに 喜んでいた だ ける

活動を 続けていき たいと 思いま す。 坂口 逸子 記） (    
 

 

兵庫県く すのき 賞： 二見はま なす会（ 地域分野 魚住・ 二見ブ ロ ッ ク ）  

あっ たか訪問で、 才の男性宅を 人で訪問し た時のこ と で92 2
す。 干支のう さ ぎの ミ ニ 色紙と カ イ ロ 、 そ し て メ ッ セージを

持参。 男性は、 毎年のプ レ ゼン ト を 全部見せて く だ さ り 、 い

つ も 楽し みに し ていま すと のこ と 。 ボラ ン テ ィ ア を し て良か

っ た と 感激! !  
こ の度、 兵庫県く すのき 賞を いただ き 、 ま すま すボラ ン テ ィ

ア が楽し く なり ま す。（ 大西 ま さ み 記）   
 

明石市福祉功労表彰： 錦が丘１ 丁目ボラ ン テ ィ ア 会（ 地域分野 魚住・ 二見ブ ロ ッ ク ）  

こ の度は栄誉ある 賞を いただ き 光栄に思いま す。  
私た ち がこ の喜びを 得る こ と ができ ま し た のは、 よ き 先輩

会員に恵ま れたおかげです。 心から 感謝申し 上げま す。  
こ の賞に 選ばれた こ と を 誇り に し 、 こ の賞を けがすこ と の

ないよ う に こ れから も 努力し ま す。（ 伊藤 浩司 記）   

令和４年度受賞おめでとうございます 



 
 
 
 
 
 
手話サーク ルつ く し んぼ： 技術分野 

コ ロ ナ禍で、 会員数に見合う 部屋の予約が困難に 。  
活動の減少と 相ま っ て機関紙を 通信（ お知ら せのみ）の発行に。

例会では手話学習の時間が増加し 、透明マ ス ク は必要不可欠に。

室外に目を 向けて散策も 実施。 サーク ル内行事を 増やし 研修会

も多数開催。 今後も 無理を せず、 いま 出来る こ と を 丁寧に進め

てま いり ま す。（ 井口 朋子 記）   
 

 
手話サーク ルし ゅ わいろ ： 技術分野 

私たち は、 明石ろ う あ協会と 一緒に 「 手話言語」 や「 聴覚障

がい」 について広く 知っ ても ら う た めに活動し ていま す。  
聞こ えない方たち と 交流し ながら「 手話」 だ けでなく 「 文化・

歴史」 など も学んでいま す。例会日は、第 水曜日、夜1. 2. 4 7
時～ 時 分。 初めての方でも参加し やすく 楽し い例会を 目8 30
指し て日々頑張っ ていま す。  
（ 宿院 真由美 記）   

 
あかし 要約筆記サーク ル： 技術分野 

私たち は総合福祉セン タ ーの開所と 同時に発足し 年目31
を 迎えま し た 。 コ ロ ナ禍ですが月 回の例会・ 学習会を2
開いていま す。  
今年度は 月に 、明石難聴者の会の皆さ ん、聞こ えのサ11
ロ ン （ 明石） の皆さ んと 、 神戸ど う ぶつ王国へ久し ぶり

のバス 旅行に出かけま し た 。 園内の説明など を 書いて伝

えて交流し 、 秋の一日を 楽し みま し た 。  
光岡 麗子 記） (    

 
サーク ルり んり ん： 技術分野 

創立 年を 超え活動の形態も 変わっ て ま いり ま し た 。30  
最近は小学 年生の福祉授業と し て車いす体験が増えてま いり ま4
し た 。 安全のため当会員 名で対応する こ と に し ており 、 昨年10
ま では派遣に四苦八苦し ており ま し たが、 今年 名の新入会員10
が有り 多く の学校の依頼に応える こ と が出来ま し た 。子ど も た ち

と の交流が活動の原動力です。（ 阿部 元則 記）   

我慢の自粛から、with コロナに向けて 
コ ロ ナ禍での経験と 、 コ ロ ナに向けた各グループの思いを 連載し ま すwi t h  



北朝霧丘「 こ も れび」： 地域分野 明石ブ ロ ッ ク  
年目に入っ た「 ふれあいサロ ン こ も れび 」 ですが、 コ ロ16 “ ”

ナ禍の中、状況に合わせた対策を 取り ながら 、お茶会のお菓子

は持ち 帰り し 、 手芸・ 園芸・ エ ン タ メ など を 楽し んでいま す。

ま た 、 年に ～ 回、 友愛訪問を 行っ ていま す。 誰も が明る く2 3
笑顔で集える場になる よ う 、こ れから も 務めていき たいと 考え

ていま す。（ 小林 公子 記）   
 

ボラ ン テ ィ ア和の会： 地域分野 西明石 ブ ロ ッ ク  
こ の 年間はふれあい会食の開催も ま ま なら ず「 でき ない、 や2
ら ない 」 ではなく 「 ど う し た ら でき る か考え よ う 」 と 試行錯誤

の日々でし た 。コ ロ ナ禍においても せめて ク リ ス マ ス 会は・ ・ ・

と 規模を 小さ く し て開催し て き ま し た 。 本年度は会食も でき て

おり ま すが、 コ ロ ナ感染は決し て楽観でき る 状況に なく 、 慎重

に進めていき たいと 思っ ており ま す。（ 藤原 寿子 記）   
 

林う ずし お会： 地域分野 西明石ブ ロ ッ ク  
定例会は毎月第 土曜日に 、 名の役員を 集めて実施。1 12  

月ま でのう ち 月のみ休止で 回し た 。「 七夕の集い」 は中止12 8 8
と なっ た が、 子育て広場・ ミ ニ ケ ア サロ ン ・ ふれあい会食・ 愛

の宅配便・ 小学生や幼稚園児と の交流やサポート ・ ま ち 協行事

への参加など 名の会員は、そ れぞれ分担し て活動にあた っ た 。44
よ い刺激になっ たの声も有。（ 小林 陽治 記）   
 

林崎町 丁目ふきのと う ： 地域分野 西明石ブ ロ ッ ク3   
年前から ふれあいサロ ン を 始め、 毎週水曜日に脳ト レ ・ 歌踊5

り ・ ゲームなど を 楽し んだ後、 ラ ジオ 体操で終わり ま す。 そ の

他将棋・ マ ージャ ン ・ カ ラ オ ケ など も あ り 、 地域の居場所と し

て楽し ま れて いま す。 つ ど いの七夕は子ど も の参加が多く 大人

も含めて 人く ら い集ま り 、 地域の大イ ベン ト です。 コ ロ ナ100
対策は基本を 守っ て活動し ていま す。（ 丹野 里美 記）   
 

ボラ ン テ ィ ア小鳥の会： 地域分野 西明石ブロ ッ ク  
鳥羽小コ ミ セン を 拠点に「 喫茶と ばぴー 」 と 「 ふれあいサロ ン 」

を 開き 、 地域交流・ いこ いの場づく り と し て活動。 公園でス ポ

ーツ を 楽し んだ帰り 、 コ ー ヒ ーでおし ゃ べ り し に 立ち 寄る 高齢

者グ ループ も 。 恒例ク リ ス マ ス 会は多く の高齢者参加があり 、

コ ロ ナ感染対策に注意し 、 サ ッ ク ス ・ 二胡奏者のコ ン サート ・

ビ ン ゴ ゲームと ボラ ン テ ィ ア に も楽し いひと と き でし た 。  
（ 児島 恵子 記）   



ハート の会： 地域分野 大久保ブ ロ ッ ク  
コ ロ ナ以前は地域の皆さ んと 調理会食を し ていま し たが、 密を

避ける 為、 春は近く の八幡神社へお花見に 、 秋は明石公園の菊

花展へ作業所の皆さ んと 出かけま し た 。 回数も重なり 楽し く に

ぎやかに交流でき ま し た 。 今年度も お弁当は市販のも のに し 、  
広場で歌やビ ン ゴ ゲームを し ていき たいと 思っ ていま す。  
（ 立花 和美 記）   
 

 
ふる さ と 南： 地域分野 大久保 ブ ロ ッ ク  

我々のグ ループ は、 他のグ ループ に比べま だ年数が浅く 、 日々頭を めぐ

ら せ活動し ていま す。コ ロ ナ禍になっ て手作り のパーテ ーシ ョ ン を 作り 、

参加者の皆さ んに安心し てサロ ン に来ていただける よ う に し ま し た 。 今

ではマ ス ク 着用も当た り 前になり 文句も出なく なり ま し た 。 一日も 早く

マ ス ク なし でお話が出来たら いいなと 願っ ていま す。（ 原 明美 記）   
 

 
二見はまなす会： 地域分野 魚住・ 二見ブ ロ ッ ク  

毎年のこ と のよ う に七夕ま つ り を 実施。  
地域の高齢者と 小学生以下の子ど も た ち と の三世代交流会です。 ゲス

ト に二見中学校吹奏楽部と 合唱部を 招待。 コ ロ ナ禍と 熱中症対策を 気

にし ながら 、マ ス ク 、手指消毒など 。笹飾り の短冊に願い事を 書いて 、

みんな楽し いひと と き を 過ご し ま し た 。（ 大西 ま さ み 記）   
 

 
錦が丘 丁目ボラ ン テ ィ ア会： 地域分野 魚住・ 二見ブ ロ ッ ク1   

コ ロ ナが収ま ら ない中、私たち のク ラ ブ では人と 人のつながり を 持つ

のが困難な状況が続いていま すが、以前から 続けている友愛訪問を 中

心に活動し ま し た 。密と いっ た距離感を 感じ ながら 、校区のひと り 暮

ら し の方々と の顔の見える 交流が私たち の活力と なり ま し た 。今後は

以前のよ う な交流会など に取り 組みたいと 思いま す。  
（ 伊藤 浩司 記）   

 
病院ボラ ン テ ィ ア ま ご こ ろ ： 施設・ 環境分野 

私たち は、市民病院外来で案内など 患者様のお手伝いを し ていま

す。 コ ロ ナ発生以来、私たち が感染源になら ないよ う 、 やむなく

活動を 休止し ていま す。 そ んな中でも 、 何かでき ないかと 考え 、

四季折々に折り 紙を 使っ た色紙を 作成し 、院内数か所に掲示し て

いま す。 多少と も 安ら ぎを 感じ ても ら えれば・ ・ ・  
コ ロ ナが早く 収束し 、 活動再開の日が来る こ と を 願いながら 。  
（ 深井 照子 記）   



あかね・ ゆう ゆう ： 施設・ 環境分野 
「 し ゃ べっ ち ゃ え 、世界と ！日本語で」と は日本フ ァ ン の世界の人々と 、

経験豊かな日本の熟年のグ ロ ーバル日本語会話ボラ ン テ ィ ア の でSai l
す。 内容は外国人技能実習生への日常会話講師です。 コ ロ ナで対面の活

動が不可と なり 、リ モ ート なので始めた 。各々の国の挨拶を 皮切り に 110
人の若者と 会話を 楽し むこ と ができ た 。  
（ 岩﨑 三彌太 記）   
 

リ サイ ク ルボラ ン テ ィ ア も っ たいない明石： 施設・ 環境分野 
使われなく なり 寄付を いただいた福祉機器（ 電動ベッ ド 、 車いす、

杖など ） を 、 次に必要な方に提供する た め、 点検・ 小修理・ 洗浄・

消毒など の作業を 行っ ていま す。 現在、 会員は 名。 月 回、 第8 2 2
駐車場横で活動し ていま す。夏の暑さ 、冬の寒さ や水の冷たさ は厳

し いですが、安全に安心し て使っ ていただ く た め心を 込めて リ サイ

ク ル作業に励んでいま す。（ 熊取谷 護 記）   
 
よ みき かせ「 はと の会」： 教育分野 

月 回の図書館でのよ みき かせ、4 今回は参加者ある のかな？“ ”
と 思いつつのコ ロ ナ禍活動です。 夏頃から ぼつぼつお声を か

けていただ き 小学校学童、 高齢者施設等の訪問で絵本のよ み

き かせ、 紙芝居、 人形劇等を 楽し んでいただいていま す。 子

ど も た ち の声か ら 元気を も ら い絵本の楽し さ すばら し さ を

伝え ら れた ら と 今後の励みにし ていま す。  
（ 菅原 尚子 記）   

 
あゆむ： 教育分野 

私たち のグ ループ は、 谷八木小学校区でこ ど も 食堂を し ていま す。 コ ロ ナ

感染拡大防止対策と し て 、 お弁当の配布と いう 形での活動が多いですが、

子ど も た ち が集える こ ど も食堂も時々開催、少し ずつ賑やかさ を 取り 戻し

ていま す。 ボラ ン テ ィ ア も 歓迎し ま す。 興味がある 方はご 連絡く だ さ い。 
（ 野元 京子 記）   
 
 

 
びっ く り 箱： 文化・ 健康分野 

びっ く り 箱は、ふれあいサロ ン や高齢者施設等で、大型紙芝居・ 楽

器演奏・ 朗読・ 詩吟・ 手品・ 歌等のエ ン タ ーテ イ メ ン ト 活動を 行っ

ている 。コ ロ ナ禍で活動が減少し て各施設が使用不可の時期は、公

園等の屋外で定例会議を 実施し て メ ン バー間の連携を 保っ た 。そ の

後施設の使用制限が緩和さ れたので、感染防止対策を 行っ て活動し

ている 。 （ 小松 辰則 記）   



 

沖縄エ イ サー東二見琉球会： 文化・ 健康分野 
明石を 中心にボラ ン テ ィ ア 活動を し ていま す。  
エ イ サーは沖縄県の伝統芸能のひと つで、地謡（ じ ーう て ー ）

の三線に合わせて演舞し ま す。  
コ ロ ナ禍でご 心労ではご ざ いま すが、 皆様に 沖縄を 少し の間

でも感じ ていただ き 、楽し い時間を 共有でき た ら と 思いま す。

一生懸命演舞し ま すので、 こ れから も 応援よ ろ し く お願いい

た し ま す。（ 菅井 嘉夫 記）   
 

明石望海マジッ ク ク ラ ブ ： 文化・ 健康分野 
コ ロ ナ禍でボラ ン テ ィ ア 活動のマ ジ ッ ク シ ョ ー の開催が非常に

少なく なり 、 毎月の例会では、 各自のマ ジッ ク の持ち ネタ ・ 新ネ

タ を 披露し 、 良い点、 改善点など の意見交換を し て 、 マ ジッ ク を

楽し んでいま す。 同時に 、 各自のマ ジッ ク の技量を みがいて 、 今

後のマ ジ ッ ク シ ョ ーで は今ま で以上に 観客に 喜んでも ら え る よ

う に練習し ていま す。（ 山﨑 忠成 記）   
 

あかし 健康ソムリ エ会： 文化・ 健康分野 
あかし 健康ソ ムリ エ 会は元気なま ち あかし を 目指し て 、 地域で

の活動を 通し 健康に関する知識や健康体操を 広める 活動を し て

いま す。 現在、 市内 か所で血圧、 体重計測等の健康チ ェ ッ ク4
や各種健康体操を 実施し ていま す。 コ ロ ナ禍で、 運動不足や健

診控え等、 体に悪い習慣が付いた人も 、 私たち と 一緒に楽し く

体を 動かし 健康になろ う ！ 
（ 原田 晴美 記）   
 

明石野々池マジッ ク ク ラ ブ ： 文化・ 健康分野 
明石野々池マ ジッ ク ク ラ ブ の心掛けは、 三つの輪の心掛けです。  
一つ 、 地域と のつながり  
・ ひ と り 暮ら し の人も コ ン セン ト を 抜いてマ ジッ ク を 見よ う 。TV  
二つ 、 子供たち に創造性を 養う マ ジッ ク シ ョ ーを 行う  
・ 幼児期は生涯の中で最も 好奇心が強く 、 創造性伸長の基礎が  

創ら れる 重要な時期です。  
三つ 、 会員相互の技術指導と 信頼です。  
・ 講師が来れない中でも 、 会員相互に親睦し て練習し ている 。                

（ 吉川 司朗 記）   

【編集後記】 
コ ロナ 禍にあって 、以前の様な活動が出来ない中でも、各グ ループ は色々な工夫を さ れて

います。また 、対面活動が なかなか出来ないこ と で 、ボラ ンテ ィア活動によ って 我々が活か

されている事を再認識されている様子がう かがえました。 
広報部一同 
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明石市社会福祉協議会からのお知らせ 

明石市ボランティアセンターだより

 

【申込み・問合せ】 明石市社会福祉協議会 地域支援課 地域福祉係(明石市ボランティアセンタ－) 
明石市貴崎１丁目５番 13 号 明石市立総合福祉センター内 

電話：(078)924-9105 FAX：(078)924-9109  

 

令和 5 年度の保険加入受付は 2023 年 3 月からスタートです！ 
    ☆令和 5 年度の申込書は 3 月上旬到着予定です。必要な場合はお問合せ下さい。 

<加入手続きの流れ>  

ボランティア保険は 2 種類あります。 
 
① パンフレットの申込書に必要事項を記入 

② 明石市社会福祉協議会の窓口に来所（住所は下記に記載） 

③ 窓口で保険料をお支払い 

④ 市社協が受付印、受領印押印 

⑤ 加入控えを受け取る 

 

 

〇持ち物〇 

申込書、保険料 

【法人の場合】・・・法人印必須 

 

◉その他、ボランティア行事用保険

なども用意しております。 

 
全国社会福祉協議会ボランティア活動保険※ 

兵庫県ボランティア・市民活動災害共済 

☆お知らせ☆ 

兵庫県ボランティア市民活動災害共済のみ、ふれ

あいプラザあかし西の 3 階ボランティア活動室
でも臨時受付窓口を設置します(^O^)／ 

●3 月 24 日（金）●3 月 29 日（水） 

市民活動災害共済プラン：500 円～ 
 
天災危険補償プラン：600 円～ 

 

基 本 プ ラ ン：350 円～ 
 
天災・地震補償プラン：500 円～ 
 
特定感染症重点プラン：550 円～ 

 
新しくレクリエーション用具の「ユニボッチャロトロ」が増えました＼(^o^)／ 
サロン、各種団体での交流の場などにご活用ください！ 
レクリエーション用具のご相談はお気軽に下記お問合せ先へご相談ください📞 
 
●レク用具に関して：明石市社会福祉協議会窓口、ふれあいプラザあかし西ボランティア

活動室にてレクリエーション用具の貸出を受け付けております。 
ふれあいプラザあかし西ボランティア活動室：☎（078）945-0289  

 

兵庫信用金庫様より 
寄贈いただきました 

上記パンフレットは 2022 年度分※保険掛金は変動する場合があります 

令 和 5 年 度 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 保 険 の ご 案 内 

※土日祝、年末年始除く 

8：55～17：40 
（業務時間） 


